
東西連絡通路他エレベータ保守管理業務委託

特記仕様書

東西連絡通路及びペデストリアンデッキに設置しているエレベータを下記仕

様により保守管理を行う。

遠隔監視・点検機能を装備したエレベータの運転状況を２４時間３６５日監

視し、専門技術者が定期的に点検を行い（専門技術者の遠隔操作による点検を

含む）、エレベータ各機器の機能を常時適正に発揮させ、安全かつ良好な運転状

況を維持させるため次の業務を実施する。

１．総則

本業務にあたっては、「建築保全業務共通仕様書（令和５年版）」（以下、「共

通仕様書」という。）によるものとする。

２．業務期間

業務期間は、令和６年６月１日から令和１１年５月３１日までとする。

ただし、各年度において、業務委託予算の確保できなかった場合は、発注者

と受注者間で協議の上、その後の業務について決定するものとする。

３．対象機器

別紙対象機器のとおりとする。

４．保守契約の種別

全機器「フルメンテナンス契約（共通仕様書による）」とする。

５．業務の範囲

（１）定期点検

・定期的に専門技術者が訪問し昇降機設備を計画的に保全作業（点検・手

入れ・給油・調整・清掃作業等）を実施する。

・専門技術者による点検は３か月に１回行う。

（２）遠隔点検

・定期的に専門技術者の遠隔操作により診断運転を行い、運転状況を点検

し機器の異常・変調を確認する。

・収集したデータを分析し保全作業に活用する。



・診断運転により異常と判断した場合は、専門技術者によって処置を行う。

・遠隔操作による点検は毎月行う。

（３）遠隔監視サービス

・エレベータの運転状況を遠隔監視装置により業務受託者で監視する。

・監視は、受信専門技術者が２４時間待機し、対象機器の遠隔監視通報を

受信する。

遠隔監視通報内容の種類

①閉じ込め故障 ②起動不能 ③戸扉開閉異常 ④安全装置作動

⑤電源異常 ⑥基準設定値頻度異常（着床不良、戸反転等）

⑦その他警報（アラーム） ⑧その他注意報（アラーム）

（４）直話サービス

エレベータかご内から受託者監視場所等へ次のような場合は、直接通話

できるようにする。

閉じ込め故障時

（５）緊急処置

万一、故障が発生した場合は、受託者が速やかに専門技術者を派遣し、

適切な処置を行う。

また、異常発生時や緊急停止時には、通報から１時間以内に現場確認及

び作業に着手できるよう体制を確保すること。

（６）部品及び機器の修理、取替え、調整

収集したデーターの分析及び保全作業により、機器の機能維持に必要と

した場合は、直ちに機器及び部品の修理、取替え、調整を行う。

６．修理、取替え、調整の範囲

通常使用により生じた摩耗及び劣化による構成部品の修理、取替えについて

は、発注者と受託者の協議の上、修繕、取替えの範囲を定める。

対象範囲は共通仕様書によるものとし、戸開走行保護装置（ペデストリアン

デッキのみ）、地震時管制運転装置、停電時救出運転装置、自動放送装置、遠隔

監視装置を含むものとする。

７．部品の常備

キャビネットを機械室に設置し、次の部品を常備する。

ただし、ペデストリアンデッキについては、機械室が設置されていない他エ

レベータの機械室等に常備すること。

①保全用消耗部品 ②小修理用部品 ③油脂類 ④ウエス



８．定期検査

建築基準法第１２条に基づいて年１回の定期検査を実施する。

９．性能検査

監督技術者を派遣し、総合的に機械装置の性能検査を行う。

１０．報告書

次の報告書を定期的に提出する。

①定期点検報告書 専門技術者が訪問点検を行った場合に提出する。

②遠隔点検報告書 遠隔操作で点検を行った場合に点検、診断内容と評価を

提出する。

③利用状況報告書 定期的に利用状況と運行状況のデーターを提出する。

④定期検査報告書 建築基準法第１２条に基づいて行われる年１回の定期検

査を行った場合に提出する。

⑤性能検査報告書 性能検査を行った場合に提出する。



東西連絡通路他エレベータ保守管理業務委託対象機器

１．東西連絡通路１号機

①基本仕様 日本オーチス・エレベータ（株）製 平成６年設置

乗用 交流可変周波数制御方式 方向性乗合全自動方式

積載量：７５０ｋｇ（１１名）

速度：６０ｍ／ｍｉｎ

電動機：ＡＣ ４．２ｋｗ

戸の形式：２枚両引き戸（電動式）

停止箇所：２箇所（１、２階）

昇降行程：５，２８０ｍｍ

かご内法：間口１，４００×奥行１，３５０ｍｍ

出入口：幅８００×高さ２，１００ｍｍ

Ａ１４相当耐震対策

②その他仕様 身体障害者用（車いす仕様）、遠隔点検機能付昇降機

③付加装置 地震時管制運転装置（Ｐ波検知付）

停電時救出運転装置（ロープ式）

遠隔監視装置（故障自動通報システム）

２．東西連絡通路２号機

①基本仕様 日本オーチス・エレベータ（株）製 平成６年設置

乗用 交流可変周波数制御方式 方向性乗合全自動方式

積載量：７５０ｋｇ（１１名）

速度：６０ｍ／ｍｉｎ

電動機：ＡＣ ４．２ｋｗ

戸の形式：２枚両引き戸（電動式）

停止箇所：２箇所（１、２階）

昇降行程：５，２８０ｍｍ

かご内法：間口１，４００×奥行１，３５０ｍｍ

出入口：幅８００×高さ２，１００ｍｍ

Ａ１４相当耐震対策

②その他仕様 身体障害者用（車いす仕様）、遠隔点検機能付昇降機

③付加装置 地震時管制運転装置（Ｐ波検知付）

停電時救出運転装置（ロープ式）

遠隔監視装置（故障自動通報システム）



東西連絡通路他エレベータ保守管理業務委託対象機器

３．東西連絡通路３号機

①基本仕様 日本オーチス・エレベータ（株）製 平成６年設置

乗用 交流可変周波数制御方式 方向性乗合全自動方式

積載量：７５０ｋｇ（１１名）

速度：６０ｍ／ｍｉｎ

電動機：ＡＣ ４．２ｋｗ

戸の形式：２枚両引き戸（電動式）

停止箇所：２箇所（１、２階）

昇降行程：７，６５０ｍｍ

かご内法：間口１，４００×奥行１，３５０ｍｍ

出入口：幅８００×高さ２，１００ｍｍ

Ａ１４相当耐震対策

②その他仕様 身体障害者用（車いす仕様）、遠隔点検機能付昇降機

③付加装置 地震時管制運転装置（Ｐ波検知付）

停電時救出運転装置（ロープ式）

遠隔監視装置（故障自動通報システム）

防犯カメラ設置（常時録画、一定期間後自動削除、

機械室内レコーダー設置、非常時確認用）

４．ペデストリアンデッキ

①基本仕様 日本オーチス・エレベータ（株）製 平成１８年設置

乗用 交流可変周波数制御ギヤレス式 方向性乗合全自動方式

積載量：７５０ｋｇ（１１名）

速度：４５ｍ／ｍｉｎ

電動機：ＡＣ ３．７ｋｗ

戸の形式：２枚両引き戸（電動式）

停止箇所：２箇所（１、２階）

昇降行程：６，１４０ｍｍ

かご内法：間口１，４００×奥行１，３５０ｍｍ

出入口：幅９００×高さ２，０００ｍｍ

Ａ１４相当耐震対策、戸開走行保護装置設置

②その他仕様 身体障害者用（車いす仕様）、遠隔点検機能付昇降機

③付加装置 地震時管制運転装置（Ｐ波検知付）

停電時救出運転装置（ロープ式）、自動放送装置

遠隔監視装置（故障自動通報システム）

防犯カメラ設置（常時録画、一定期間後自動削除、

敷地内レコーダー設置、非常時確認用）



東西連絡通路１号機 東西連絡通路２号機 東西連絡通路３号機 ペデストリアンデッキ
電動駆動制御装置 2002 2005 2005 2006
各種制御基板 2023 2023 2023 2023
ドア開閉制御板 2004 2004 2011 2006
制御盤内リレー 2017 2017 2017 2017
かご位置検出センサー 2005 2017 2005 2023
速度検出器 2012 2012 2012 2023
主ロープ 2014 2024 2010 2006
調速機ロープ 2014 2017 2010 2006
ハンガーローラー 2021 2023 2023 2006
かご内ファン 2021 2021 2021 2006
かご照明ＬＥＤ 2019 2019 2019 2023
停電時管制運転用バッテリー 2023 2023 2023 2017
ブレーキ一式 2018 2014 2013 2023
リニアモーターファン 2014 2023 2023 -
耐震工事 2023 2023 2023 2023

※主要部材のみを記載しています。

東西連絡通路他エレベータ保守管理業務委託（修繕・更新年を記載）


